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　　 　 　 　　 　 　　 　 　　 上 　 　野 　　盆 　　三

△ 日本 近海 の P 覦 覦 α．　　　　　　　　　　　　　　　　 ．、一

　我 太李 洋 沿 岸 の 俘 游 生物 中 に Gladoeera に 屬 す る Pen挧in が あ る 、 時 季 に よ

つ て は 夥 し く出 る 最 も普通 な も の の
一 つ で あ る か ら 、 各 臨海實緯所 や 水産試se

場 な どで 同 定 は 出來 て ゐ る に 相 逹 な い と 思 ふ が 、 未 だ そ の 種 名 の 報 ぜ られ た の

を見 な b の で あ る 。

・
唯 故 逡 藤 吉三 郎 博士 が 大 左 7 年發行 の 本誌 （第 30 卷 131 頁

雜録欄 ）に
・‘
1
三 1崎の jP跏 掘 α

”

と 題 して ， 同 處 め も の は R 串ん？照 凶 θ揮 RIOH △RD

で あ る こ と を 託 し て 居 られ る の と
、 谷 津 博 士 の 動物舜 類表 第二 版 97 頁 に P・

schmackeri （三 崎 産 ）と 出 して ゐ る の を知 る の み で あ る
。 私 は 近 頃京都 帝大 の 赤

塚 助澂授 の 黼 緜 淺 蟲附近 で 採 られ た 俘 游 生物 収 多數 の 瀬 観 た ・
こ れ は

瀬 戸 、 伊 勢灣 そ の 他 到 る 處 の 沿 海 に 見 られ る 。 本 種名の 出所 並 に 異名 は 索 の 如

くで あ る 。 　　　　　　　　　
’
　　　　　

”
　　　・　　　　

1
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　　P6π鰯 α ＆ ん幅 琥 併 話R エcHiRD ｛1894），
　AIln・des　Sci・耳環転Z601・e，t　Pa偽qntoL ・
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B 或 1苓… 295 ・
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・｛
　　

’

　　
‘
，　

；

　
♪ 圏

i
／
　

tt
　　

・

ド ξ　・

嫺 記 遠藤 博 士 の 引用せ ら れ た も の は P ・・瞬 禰 聾寒鯉 汐 確 J・H ・

H 。 N 蹴 （1899），
　E ・9・bnisse　d・・ Ph ・ ki・B 　E ・ p・diti6・

：
d ・垂

職H 嘘 騨
一
曄 … 9 ・

蝨d．　11
，

　s．　4
，
　T ・f．・1

，
fig．1− 1　h 咄 て ゐ る 。

さ て ・ ・ 眤 介 な ご と・は・
鞭 P … ｛一

伽 D ムNA に は t の RICEARD 氏 の P．　 schrm α ckeri の 異 名 と し て 上 に 掲 げ た

Pb 。。。 並 tre　 f・… 爾氏 の P．・・ientaldsの 他 e・，　P．　eri ・mb 「・i／s　DA ・・
’A （1849）・

P・

。。trostris　DANA （1849）が あ つ て 混 雜 を 來 じ易 い
． 遶 藤博士 は J・H ・H ・N ・EN 氏

が Po 廟 磁 旛 DANA
，
　P 卿 卿035 痂 DA 酷 は P．　sch ・nrmj ；erii と 同

一 な らん か と 疑

つ て ゐ る こ と を書 い て 居 られ る が
、 私 も Rlc ｝IARD 氏 の 圏 並 び に 記 載 よ り こ れ ら

の 種 の 間 tc ど れ 穉 の 確實 明瞭 な區 別 が あ る もの か に 迷 ふ も の で あ る
。 或 は 多 く

の ff品 備 臉 す れ ば H ・ Ns ・ N 氏 の 考 ふ る a・ く P ・sCh ・… k・”i に 合せ られ べ き

もの か も知 れ 恥 因 1・　 R ・。EA ．ilD 氏 re よ れ ば 本種 ・P・
’
schma ・kevofの 要點 は 次 の

如 くで
、 卸 ち殼 璽後緑 中央部 が 繭圓 駄 を な し て ゐ う

こ ζ， ．
e の 後 腹部 と尾爪 と

の 間 に 明 か な縫 合線 が な い こ と な どで 他 種 と區 別 せ られ る こ と に な つ て ゐ る
。

長 さ は 1m ・m 内外 。 （挿 圖參照 ）。

．
・1
齟
丁6・t・e 匝・ ・g・ P・st・・i・洫 皿 ・di・ v ・ld・ ・。・・v ・tu・

，
・晦 ・ caudales

’
　1・n 言ae

・
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aplcem 　 angulum 　 temminaliam
』
superants ，　 Unguibus 　 terminalibus　 distincte

uniaricularis
，
　ad 　basin　sutl’．1　nulla ．

”

　本 種 は 分類學 上 シ ダ 科 Sididae に 入 れ られ る
。 各 地 の 湖 沼 に 普 逋 な　8伽

ei’ystaltina・や Diaphanosoma　brachyie，）
・
um と類縁 の 極 近 h もの で あ る

。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 △ 我 邦 の 豊年魚 。

　 　　　 豊年魚 は 一
時 に 夥 し く水 田 な ど

　 　　 　に 出現 し、 背 を下 に し て
一

種 特有

　 　　 の 泳 ぎ方 を す る の で よ く世 人 に 知

　 　　　られ て ゐ る も、の で あ る
。 我 邦 産 の

　 　　 　も の の 學名 は往年 石川 千代松 博士

　 　　 が 詳 細 に 研 究せ られ て 以 來 」隣an −

　 　　 chiPtts で 逋用 して ゐ た が （石 川氏 、

　 　　 動 物 學 雜 誌第 7 卷 、 歐文欄 p 」 98
，

　 　　 PL　XVII
，
　fig．1−6

，
1895）， そ

一
の 後

　 　　 1910 年 に 至 り EVG ．　 DADAY 　 DE

　 　　 D 画 s　氏 の 大 著 　 ”
Monographie

　 　　 systen ユatiqqe 　　des　　Phyllopodes

　 　　 Anostrac6s‘
“

（Ann ．　des　Sci．　Na 七．

　 　　 Zool．　et 　Pal60ntol．
，
　ge　s6r ．　 Tome

　 　　 XI 　1910）の 出 つ る に 及び
、 本邦産

　 　　 の もの 皀口ち　掛 θ，εc1ゆ 認 　恋劬鮮 ？齢

　 　　 伽 αθ雌 づsISHIKAWA （1895）は O．　A

　 　　 SAY叩 氏 の 飾 ・ 励 ぜ・ 8 翫 　屬

　 　　 （SAYeE ，
0 ．　A ．

，
19  2

，
　Proc，　 of 　 the

　 　　 Roア．　Soe．　of 　Vietoria
，
　Vol．　 XV

，

　 　　 N ・S・Part　1
，
　p．224

，
　Tab．27−36）

　 　 　 に 入 れ ら る べ き もの で あ る こ と が

　 　　 明 か に な つ た 。
そ れ で 我 i邦 の 豊年

　 　　 魚 は Branchinella・k・u．genumffensds

　 　　 （ISHIKAWA） と すべ き こ と と な つ

　 　　 た 譯 で あ る
。 別 に 事新 し く書 き立

　 　　 て る程 の こ と で な い か も知れ ぬ が 、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 今迄 に こ の 經過 を記 した もの が 見

當 らぬ の で
、

つ い で に 一 寸記 し た まで で嚇 る 。 徇川 村藪授著 口本 淡 水 生物 學 第
一版上 卷 第　216 頁 第 328 圖 に 朝鮮 ZF 壤 で 土 居寛暢 氏 の 採集 さ れた 8陶 ）妊
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卿   ！・ ・ 阻 なる も鋤 沺 て ゐ るが
、 私 は 最 近 そ の 原標 品 を檢す る 囎 麝 て ミ

そ れ が B ・・k・g・Numaensis の 非常 に よ く發 育 し た も の に 他な らぬ 混 蜘 つ た
。

つ い で な が ら同標 品は 當 時… KEILHACK の
，，
　PhyllOpoda ‘‘

（BR △UER
，

s　SUsswas．
serfhuna 　Deutsehl釦 ds

， 耳ef口 0）に ま り然 か 定 め られ た も の で あつ た と い ふ ご，

と で あ る
。 　　・

△ 奇 妙 な 瘤 を有 す る Pelyphemus．

大 正 5 年 6 肺 1村 激 授 は 晄 中宮祠iMf’　 Pl・nkt ・n を探鰹 れ た が
、 そ の

中 か ら Polsu，lt・ev，・ms 　pecticukts（L エN ｝；li）の 雌 の 育房 に 瘤袱 物 の つ い て ゐ る も の の

あ る の を發 見せ られ た
。 XLは 近 時 そ の 標 品 孕拜 見 しk が

、 可 成 多 數 の 個體 に そ

a

う … ’・’瘤 默 囃 が 諭 られ た
．

・ れ は 醐 の 撒 側 に ろ
『

い て 蘭 軽 あ小 該
織 嚢 で ・ そ 嘩 舸 成厚 幗 い 孔 に よ つ ・ 醐 ・ 麺 匡 ゐ るレく鬮 a5；
収 は 大 き く

’
し て 育房 め 牢 に 達 す る reの もの も あ る

。
こ れ が 如伽 ・ して 出來 た ，

もの か ・ 叉 如 何 な る蓮 命 の も の か L
切 不 朋 で あ る が

、

一
寸 面 白い も の で あ る と

思 ふ
・ そ し て 他 の 湖 沼 か ら採集 され た P ・i・：・1・hem，us に は 經 え て t・ t・・る もめ を 發

見 しな V し・ 叉 か か る もの を記 した も の も見 た こ と が な い
a

△ Apus 雜
』
言巳、　　　　　　　　　　　

’

　日 本 産 の 」p 醐 は 昨 年 出 した 報
、
告 ICは ．A．α eg ・aat ・is　PA σKAm ） と し て を い た が 、

ζ れ は 多 數 の 型 を區別 す る こ と が 壯徠 る も の と 思 つ て ゐ る ． 將 來 多 數 の 標 品 を

手 に す る こ と が 出 來 た ら精 査 し ま と め て 報告 しや う と 思 ふ
。 本 種 は 西 南 E 本 に

廣 く憂 布 し て ゐ て
、 殊 に 和 歌 山縣 と 山口 縣 か ら採集 され た こ と が 多 い

。 私 が 昨
年 報丈 を出 し て 以 來 和 歌 山縣 御 坊町 芝 口 常 楠 氏 か ら御 坊附近 の を 山 口 縣 の 池 田

美成氏 、 山時 隆 信氏 か ら山 口 縣 大 津 郡 三 隅村 の 標 品 の 惠與 を 受 け て そ れ カ、 らい

つ れ も前記の 種 で あ る こ と を 知 つ n
．

い つ れ も草 取蟲 と稱 し百 姓 の 間 で 問 題 に

な る と の 澂 示 を受 け．た が
、 私 は 別段 實 用上 の 功罪 あ る もの で は な か ら うと 考 へ
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て ゐ る
。 前記 芝 ロ 氏 は 同地 に 於 け る氏 の 貴重 な 觀 察 を示 し て 下 す つ た が

、
そ れ に

よ る と 同 地 の も矢 張 私が 報 じて を い た や う ec
’
僅 か ぱ か り の 水 田 に 限 られ て ゐ

て
、 六 月 の 夏至 時 分 に 水 田 に 挿 秧灌水 後一 迥 間 乃 至 十 日で 出現 し 、 そ の 後

一 二

週 聞 は 全盛 と な り 、 間 もな くす つ か り消 失 し去 る 由 で
、 發生 地 に は 多數 の 脱殻

も發 見 せ られ た と の こ と で あ る
。

私 は こ の 機會 に 上 記 諸 氏 の 御 厚 意 に 戚謝 の 意

を表 す る も の で あ る
。

、瞬 と 同 矚 名が 鳥 の ア マ … メ tC あ つ て 旧 本鳥 學會 編纂 の A 　H ・ nd −li・t

of　the　Japanese　Birds・（1922）・の 102 頁に は

　　　　　　　　　　　　　Family 　　Cy｝〕selidae 一

　　　　　　　　　　　　　孟pu8　SCOPOLI （17「77）・

　APtes　paci：ficvs　（LATHAML ）　itma
−tsabanie，・

と出 て ゐ て 一 寸 ま ぎ らは し い こ と

1。 な つ て ゐ る
． 近 頃籾 山徳 太郎 氏 か らこ れ は Ap　us をや め て Mie 」

’
op ’ws を用ふ

べ き で は な か ら うか と の 御識 承 つ た カ・
、 私 も Apus　S・HAE ・・ER （1753）が 先

取 權 を有 す る も の と し て
、

こ の 葉 脚 類 の 方 に Ap・us な る屬名 を用 ゐ た v ・ と思 ふ 。

尤 も 近頃 獨 乙 の 學 者 は 葉脚類 の 助 囎 の 代 は りに TriOPSな る 學 名 を 用 ゐ る や う

で あ り
、
・C・mb ・idg・・N ・t… IIIi・t・・y 中の C ・u ・tace・ で 鴫 ・・ 用 ゐ られ た Apus

S，。P。 L、 が 葉脚 類 の APU ＄　 ；c 用 ゐ られ て あ つ て 頗 る 混 雜 して ゐ る
・
f椒 山 氏 の

御 敏 示 に よ る と Dr．　E ．　HARTERT 氏 は 葉 脚類 の Ap 　us は Ap 　os と な る 筈 の もの

の 誤植 で あ る か ら鳥 の 方 に Apzltgを用 ゐ て 差支 な V・ と言 つ て ゐ る そ うで あ る が 、

こ れ ら學名 の V ・ き さ つ に つ い て は 將 來 尚多 く の 研究 の 餘 地 が あ る もの と 思 ふ 。

終 は りに 臨 み 有盆 な 御 欷 示 を 賜 つ た 籾 山 氏 に 厚 く御 證 を 申上 げ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （1．VI ．1926
， 京大 動物學 歡 室 ）

ゴ ノ ハ テ フ の 止 り方 及 び 飛 び 方

　　　　　　　　　　　　 楚 　　南 　　仁 　　博

　　　　　　　　　　　　　　1．　 止 　 り　 方

　コ ノ ノ 、テ フ は XVAI ，L ．NCE が Sumatr 呂 産 の J〈all　i：m α　pα・rαlek　ta　Iこ就 て 翅 の 表 面

は 美麗 で あ る が
、 緬 は 形 懸 葩 彩 が 枯 葉 に 似 て 其 曙 性 が 常 に 糠 と か 花

に は 止 ま らな い で 枯 葉 の あ る 撒 止 ま る と云 ふ た 其 の 記事 及び 挿 圖 は 其 後 多數

の 學 都 保 灘 の 翻 例 と し・ 引用 ・ れ る や う・・ な つ た ・1909 年 に 名和靖 は 沖

嚮 石鵬 に 森 宗 太觝 を 濺 し・ ・ ノ ・ … 齠 漁 漁 厩 撒 ・ の 生態

を 嫌 せ しめ 黠 恒 氏 の ・ ノ ・ ・テ ・ は 止 る と き ICは 瞰 下 献 す る と 云 ふ 謙
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